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どういう製品をどういうふうに守って

とか、 全部考えた上でやるかやらない

かということを決めています。 なので
一番最初からですね。

岩谷：ありがとうございます。 普通は

やはり多くのベンチャ ーの方は「そう

は言っても知財のことまでは考えてい

ませんでした」という話になって、 フ

ォ ーラムやってもそういう話になっ

て、 「いや、 それじゃダメですよね」

という進行で会場が盛り上がるのです

けれど、 「もう初めからやっていま

す」と言われるとさすがだなと。 あり

がとうございます。 同じ質問、 最後に

長尾様もお願いします。

長尾：当社の場合は初めから考えてい

ました。 というのも大学発スタ ートア

ップは大学に知財があって、 それをど

ういう条件で活用していけるかという

ところから交渉に入っていきます。 起

業したばかりだと資金面が十分ではな

いなか、 そこにかかる費用に向き合わ

なければならず、 必然的に考える必要

がありました。

逆にある方からは、 技術があるのだ

から知財を取るようにと言われまし

た。 その時は、 もちろん知財は考えて

いるけど、 コ ストがかかるから、 その

バランスが難しいという話をしました

ね。 ここに日米の違いが大きくあっ

て、 日本では知財を取る、 つまり コ ス

トをかけて良いとアドバイスをいただ

くのですが、 アメリカの場合は、 「こ

の知財にはこれだけの価値があるから

バリュエ ーションにこれだけ反映して

もいいのではないか」というベネフィ

ているのだと思います。 一方で坪田は

慶應の教授の立場で外部の会社との繋

がりもあり、 これはいけると思ったバ

イオレットライトの基本特許に関して

は早い段階で慶應から譲ってもらうこ

とができました。 おかげさまで慶應の

知財部とは友好的な関係を築けている

と思います。

岩谷：ありがとうございます。 早いタ

イミングで企業と手を組んだからこそ

という理解でよろしいですかね。

近藤：組む前に私たちはそれにかけた
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ットの議論までできるのです。 それぞ

れと実際に知財の話をしたときに、 全

然違うのだと実感しました。

岩谷：なるほど。 ありがとうございま

す。 今、 INPITの仕事の種が一つでき

ました。 やはり vc に知財の専門家を

派遣しないといけないということです

ね。 今、 大学の話が出ましたので、 そ 

こを深掘りしていきたいと思います。

坪田ラボさんの場合は慶應義塾大学発

ですよね。 最初は大学の知財だったと

思うのですけれど、 それをどうやって

自分のライセンスにするのか、 あるい

は売ってもらうのかとか、 どういう条

件で特許をベンチャ ー企業に移転する

のかとか、 教えていただけますか。

近藤：元々、 社長の坪田が慶應の人間

だったということで、 慶應内部の発明

として最初は出願されました。 多くの 

大学でそうだと思いますが、 たくさん

知財があっても、 それをどう維持、 そ

して導出するのかという点で苦労され



パネルディスカッション3

ので、 当てがあったから買ったという

わけではなく、 まだパートナ ーが決ま

っていない段階で移譲していただいた

ので、 費用がかかる前のアーリーな段

階で売っていただくことができまし

た。

岩谷：分かりました。 同じく、 京都フ

ュ ー ジョニアリングさんは京大との関

係はいかがでしょうか。

長尾：もちろん、 そこは良好です。 京

都大学には知財に明るい職員もいます

し、 国立大学の中でもしつかりとした

ディスカッションができると思ってい

ます。 今後、 もっと大学発スタ ートア

ップが増えていくと思いますし、 地方

大学でも本当によい技術をお持ちにな

っていたりするのですが、 職員の方々

は人手不足です。 実績や事例も少ない

中で、 どれだけ効率的にその大学とス

タ ートアップの知財の持ち分を議論し

者のビジネスを産み・育てる文化がで

きつつあるのかなと。 大学の知財支援

は20年ぐらいずっとやっていてなか

なか育たなかったのが、 ここに来て急

に変わってきたなという印象を受けて

いたものですから、 今日お二人のお話

を聞いて「ああやっばりそうなのだ

な」と思いました。
一方で、 高野様は下町発ということ

で大学とは関係ないというところだっ

たと思いますが、 そうすると自分で知

財戦略を考え、 自分で知財を取りに行

って全部やらなければいけなくて、 先

程の勝ち続けるための知財の戦略とい

うか知財の構築というか、 その辺どの

ように考えたかお話しいただけます

か。

高野：自分が一生懸命よいものを考え

て作ったとしても、 それが簡単にコピ
ーされてしまったら、 最初起業したと

きは社長一人の会社なわけで、 すでに

世の中に存在しているもっと力の強い

会社が別に簡単にコピ ーしてしまった

ら負けるわけです。 今までの努力はす

べて水の泡になるというところで守ら

ないといけないのですよね。 そのため

にはどういう知財を取ればよいかとい

うことはすごく真剣に考えて、 弁理士

の先生にもいっぱい相談して、 特許と

はこういうものだよというところから

色々教えてもらいながら、 ーから勉強

したというのが最初です。 もし自分が

ライバル会社の人間だったら、 うちの

製品に対してどんな対抗製品を出して

くるかというところまで考えてそれも

取りに行くだとか、 色々なことをやり

ました。 売上が全然ない中で複数の特
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ていくかは、 結構重要な論点かと思い

ます。

岩谷：ありがとうございます。 今回は

慶應義塾大学さんも京都大学さんもき

ちんと知財を理解してディスカッショ

ンできたので、 それが成功の秘訣だと

そんな理解でよろしいですかね。

ちなみに、 我々INPITも大学の方と

話をしている中で、 最近変わってきた

なという大学はやはりあると思いま

す。 日本の中で先端を走っている国立

大学とか、 私立では多分、 慶應義塾大

学さんがトップを走られていると思い

ます。 特に知財面という意味では。 そ

ういう大学では、 やはりきちんと研究








































































